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旧
江
戸
川
の
堤
防

防 災

市
内
各
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
可
搬
ポ
ン
プ

荒
木
詩
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

危
機
管
理
に
お
い
て
は
、
地

域
の
事
情
に
よ
っ
て
被
害
が
生

じ
る
恐
れ
が
異
な
る
た
め
、
地

域
ご
と
に
防
災
計
画
を
作
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に

は
、
住
民
と
行
政
と
の
協
働
が

重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
地
域

が
防
災
計
画
を
作
る
動
き
に
つ

い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
認
識

地
域
で
の
防
災
計
画
作
成 

市
の
認
識
は

自
主
性
尊
重
し
支
援
し
て
い
き
た
い

防 災 計 画

し
て
い
る
か
。

答　

地
域
で
の
防
災
計
画
に
つ

い
て
は
、
様
々
な
自
治
会
が
作

成
に
向
け
た
独
自
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
活
動
に
関
し
て
、

地
域
の
自
主
性
を
尊
重
し
な
が

ら
、
で
き
る
限
り
の
働
き
か
け

や
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

大
場　

諭
議
員
（
公
明
党
）

　

平
成
24
年
５
月
に
利
根
川
水

系
浄
水
場
で
基
準
値
を
超
え
る

有
害
物
質
の
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ

ド
が
検
出
さ
れ
、
市
民
は
混
乱

し
た
。
そ
の
際
、
市
民
へ
の
情

報
伝
達
方
法
と
し
て
防
災
行
政

無
線
が
使
わ
れ
た
が
、
放
送
が

聞
こ
え
な
い
地
域
や
、
内
容
を

聞
き
取
れ
な
い
地
域
が
あ
っ
た

た
め
、
改
善
す
る
必
要
が
あ
る

緊
急
時
の
情
報
伝
達
方
法
の
改
善
策
は

防
災
無
線
の
増
設
な
ど
を
検
討
し
て
い
く

利根川ホルムアルデヒド汚染

と
思
う
が
、市
の
考
え
を
問
う
。

答　

防
災
行
政
無
線
の
整
備
は

用
地
の
確
保
や
デ
ジ
タ
ル
化
の

対
応
な
ど
の
課
題
も
あ
る
が
、

設
置
箇
所
の
追
加
な
ど
を
含

め
、
計
画
的
に
進
め
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。
ま
た
、今
後
は
、

電
話
に
よ
る
自
動
音
声
応
答
で

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送
と

同
じ
内
容
で
流
せ
な
い
か
検
討

を
進
め
て
い
く
。

西
村　

敦
議
員
（
公
明
党
）

　

本
市
で
は
、
震
災
時
に
最
大

２
・
５
ｍ
の
津
波
が
想
定
さ
れ

る
が
、
水
門
や
排
水
機
場
な
ど

の
施
設
が
老
朽
化
し
て
お
り
、

心
配
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
直

下
型
地
震
や
巨
大
地
震
の
際
に

は
液
状
化
被
害
が
想
定
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
想
定
に
対
す
る

市
の
対
策
は
ど
う
か
。

答　

施
設
の
老
朽
化
に
つ
い
て

地
震
に
よ
る
津
波
や
液
状
化 

ど
う
対
策

施
設
の
照
査
や
市
民
周
知
な
ど
努
め
る

地震への備え

は
管
理
者
で
あ
る
県
に
早
急
な

耐
震
性
照
査
を
要
望
し
、
震
災

時
の
施
設
運
用
に
つ
い
て
も
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
を
行
う

等
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

液
状
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
市

民
や
関
係
機
関
に
対
策
の
必
要

性
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
特

に
下
水
道
管
に
お
い
て
は
良
質

な
材
料
で
十
分
締
め
固
め
る

等
、
適
切
な
対
策
に
努
め
る
。

か
つ
ま
た
竜
大
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

福
祉
避
難
所
の
整
備
に
つ
い

て
、
障
害
の
あ
る
人
か
ら
質
問

や
要
望
を
受
け
た
。
震
災
時
に

は
市
や
民
間
の
施
設
に
福
祉
避

難
所
を
開
設
し
、
障
害
者
等
の

要
援
護
者
を
受
け
入
れ
る
予
定

と
の
こ
と
だ
が
、
市
で
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
施
設
に
開
設
す

る
事
を
想
定
し
て
い
る
か
。

答　

福
祉
避
難
所
の
開
設
に
つ

具
体
的
な
開
設
予
定
施
設
は
ど
こ
か

市
の
障
害
者
施
設
等
の
他
、
民
間
も
検
討

福祉避難所

い
て
、
市
の
施
設
で
は
避
難
所

予
定
施
設
に
指
定
さ
れ
て
い
る

梨
香
園
・
明
松
園
・
松
香
園
・

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
等

を
考
え
て
い
る
。
民
間
の
施
設

に
つ
い
て
は
、
障
害
者
施
設
等

で
福
祉
避
難
所
と
し
て
使
用
が

可
能
と
思
わ
れ
る
施
設
の
確
保

に
も
努
め
、
要
援
護
者
の
受
け

入
れ
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

宮
本　

均
議
員
（
公
明
党
）

　

防
災
力
を
高
め
る
上
で
は

「
自
助
」
の
強
化
が
重
要
だ
が
、

市
民
が
防
災
用
品
を
自
分
で
揃

え
る
の
は
大
変
で
あ
る
。
例
え

ば
、
災
害
時
支
援
協
定
の
締
結

事
業
者
を
活
用
し
た
「
防
災
ひ

ろ
ば
」
で
の
展
示
販
売
な
ど
、

市
で
斡
旋
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
災
害
時
に
お
け

る
、
児
童
・
生
徒
、
高
齢
者
へ

防
災
用
品
の
準
備 

市
で
斡
旋
で
き
な
い
か

事
業
者
と
調
整
し
展
示
販
売
実
現
し
た
い

市民の防災力向上

の
備
蓄
品
の
確
実
な
配
布
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答　

防
災
用
品
の
斡
旋
に
つ
い

て
は
、
協
定
締
結
事
業
者
と
調

整
し
て
「
防
災
ひ
ろ
ば
」
で
の

展
示
販
売
を
平
成
25
年
度
に
は

実
現
し
た
い
。ま
た
災
害
時
に
、

児
童
・
生
徒
や
高
齢
者
に
少
し

で
も
早
く
備
蓄
品
が
届
く
よ
う
、

ま
ず
は
避
難
拠
点
と
な
る
小
学

校
等
の
備
蓄
の
充
実
を
図
る
。

中
村
義
雄
議
員
（
公
明
党
）

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
臨
海

部
に
あ
る
企
業
の
大
多
数
が
被

害
を
受
け
た
。
市
で
は
、
臨
海

部
企
業
の
被
害
状
況
を
ど
う
把

握
、
分
析
し
て
支
援
に
活
か
し

て
き
た
の
か
。
ま
た
、
海
岸
保

全
施
設
と
護
岸
の
そ
の
後
の
整

備
状
況
と
、
臨
海
部
企
業
の
防

災
体
制
の
構
築
に
向
け
た
市
の

支
援
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

防
災
体
制
の
構
築 

市
の
支
援
は

情
報
提
供
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
行
う

臨海部企業の防災体制

答　

市
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
等
に
よ
り
被
害
状
況
を
把
握

し
、
操
業
環
境
の
確
保
に
向
け

関
係
部
署
と
連
携
し
、
罹
災
証

明
の
発
行
、
仮
設
ト
イ
レ
汲
み

取
り
手
数
料
の
減
免
等
を
し
た
。

護
岸
整
備
は
、
海
岸
保
全
予
定

区
域
の
早
期
整
備
を
県
に
要
望

す
る
。
ま
た
企
業
に
は
、
情
報

提
供
や
セ
ミ
ナ
ー
等
に
よ
り
防

災
体
制
の
構
築
を
支
援
す
る
。

竹
内
清
海
議
員
（
緑
風
会
）

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
被

害
想
定
を
見
直
す
動
き
が
国
や

各
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
木
造
住
宅
密
集
地

域
の
火
災
対
策
が
急
務
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。本
市
で
も
、

木
造
住
宅
密
集
地
域
が
点
在
し

て
お
り
、
延
焼
火
災
の
発
生
が

予
想
さ
れ
る
が
、
市
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
と
っ
て
い
く
の
か
。

可
搬
ポ
ン
プ
を
活
用 
被
害
を
最
小
限
に

震災時の防災対策

答　

震
災
時
は
総
武
線
や
東
西

線
沿
線
を
始
め
、
特
に
密
集
市

街
地
で
建
物
倒
壊
や
道
路
損
壊

等
で
消
防
車
両
の
到
着
が
遅
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
事
態
で
も
各
消
防
署
や

市
内
19
カ
所
の
臨
時
消
防
署

に
配
置
さ
れ
た
可
搬
ポ
ン
プ
等

を
活
用
し
て
消
火
に
あ
た
る
な

ど
、
延
焼
火
災
を
最
小
限
に
抑

え
る
体
制
を
と
っ
て
い
く
。

青
山
博
一
議
員（
新
生
市
川
）

　

旧
行
徳
地
区
は
旧
江
戸
川
堤

防
に
守
ら
れ
た
市
街
地
で
あ
る

が
、堤
防
の
老
朽
化
が
著
し
く
、

大
地
震
や
津
波
が
発
生
し
た
場

合
、
決
壊
す
る
の
で
は
な
い
か

と
多
く
の
市
民
が
不
安
を
感
じ

て
い
る
。
管
理
者
で
あ
る
県
に

よ
る
堤
防
改
修
の
早
期
事
業
化

に
つ
い
て
、
ま
た
、
そ
の
間
の

住
民
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め

老
朽
化
進
む 

改
修
の
早
期
事
業
化
を

機
会
あ
る
ご
と
に
県
に
要
望
し
て
い
く

旧江戸川堤防

の
市
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

答　

旧
江
戸
川
堤
防
の
改
修
は
、

防
災
及
び
街
づ
く
り
の
観
点
か

ら
も
重
要
と
考
え
て
お
り
、
機

会
あ
る
ご
と
に
早
期
事
業
化
を

県
に
要
望
し
て
い
く
。
ま
た
、

日
常
点
検
は
県
が
実
施
し
て
い

る
が
、
市
と
し
て
は
、
地
震
発

生
時
や
津
波
警
報
発
令
時
に
避

難
情
報
を
発
信
す
る
な
ど
住
民

の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

木
造
住
宅
密
集
地
域
の
延
焼
火
災
対
策
は

危 機 管 理


